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長崎県病害虫防除所長 
 

平成２１年度病害虫発生予察防除情報第１３号 
 

いちご ハダニ類(ナミハダニ、カンザワハダニ)の防除対策について 
 
  
 
 
 現在、ハダニ類が多い発生で推移しています。また、本虫の発生に好適な気象条件が続いており、
今後、被害の増加が予想されます。下記の点に留意して防除指導をお願いします。 
 
 

記 
 
１．発生状況等 
（１）８月上旬の巡回調査（３３筆）の結果、寄生株率は８.８％（平年３.９％）、発生圃場率は
４８.５％（平年２１.５％）であった(図)。 

（２）九州北部地方の向こう１か月の降水量は、平年より少ない予想であり、本虫の発生に好適で
ある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．防除対策 
（１）発生を認めたら定植までの防除を徹底する。 
（２）下葉の裏に多く寄生するので、薬液が葉裏に十分かかるように丁寧に散布する。 
（３）薬剤感受性が低下しやすいので、同一薬剤は連用しない。 
（４）本圃で天敵放飼を予定している場合は、薬剤によっては長期間影響を与えるものがあるので、
使用時期に注意する。 

 
 ○病害虫防除所の発行する情報の入手は、インターネットをご利用ください。         
  「防除所ホームページ」 アドレス：http://www.jppn.ne.jp/nagasaki/           
○この情報に関するお問い合わせ 
   長崎県病害虫防除所 ＴＥＬ：0957-26-0027 

図１　ハダニ類　発生圃場率の推移
平年：Ｈ１１～Ｈ２０の平均（最大・小値除く）
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図２　ハダニ類　寄生株率の推移
平年：Ｈ１１～Ｈ２０の平均（最大・小値除く）
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